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「地域における医療と介護が連携する
在宅医療連携拠点の構築について」



１．在宅医療推進について













めまい、息切れ、腹部腫瘤、胸・腹水、頭痛

意識障害、不眠、転倒、骨折、腹痛、黄疸
リンパ節腫脹、下痢、低体温、肥満、

睡眠時呼吸障害、喀血、吐血・下血

発熱、関節痛、腰痛、喀痰・咳嗽、喘鳴

認知症、脱水、麻痺、骨関節変形、視力低下

食欲不振、浮腫、やせ、しびれ、言語障害

悪心・嘔吐、便秘、呼吸困難、体重減少

ADL低下、骨粗鬆症、椎体骨折、嚥下困難
尿失禁、頻尿、せん妄、抑うつ、褥そう、難聴
貧血、低栄養、出血傾向、胸痛、不整脈
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高齢者のニーズとは何か
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－疾病構造と老年症候群－



社
会
的
価
値

完 全 治 癒 －

社 会 復 帰 －

救命 ・延命 －

障害との共存

生活復帰

納得ゆく死

個
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超高齢社会に求められる医療像

急性期医療 － 高齢者医療

【高齢者特有の疾患群や障害の増加】
・生活習慣病（循環器疾患、糖尿病等）
・がん、認知症、骨粗鬆症、排尿障害

高齢者の個別的で多様なニーズへの対応ｖｓ 厳しい現実






